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自分を守る！ ビジネスにつなげる！ 社会貢献をする！ 

27 浸水・山地崩壊を防いでいる例 / その他の事例 

１． ２． ３． ４．その他事業者 

沿岸生態系を活用した防災・減災への貢献 

事例番号 212
東京海上日動火災保険株式会社 

■業種：金融業，保険業 ■取組の実施地域：宮城県 

 東京海上日動火災保険株式会社では、創立 120 周年記念事業の一環として平成 11 年から「長く続

けられる」「地球のためになる」をコンセプトに「マングローブ植林」を開始し、これまでの植林

実績は東南アジアを中心とした 9か国で約 8,400 ヘクタールを超えている（平成 26年 3月末現在）。

 平成 27 年に仙台市で開催された「第 3回国連防災世界会議」では、マングローブの防災効果が注

目を集めた。植林されたマングローブの森は「緑の防波堤」としての役割を果たしており、平成 16

年のスマトラ沖地震によるインド洋大津波では、マングローブの森の背後に暮らす人々の命が守ら

れた。平成 25 年にフィリピン中部に上陸した台風ハイエンでは、マングローブ林の高潮被害軽減

効果が確認され、注目を集めている。 

 同社では、東日本大震災の発生を契機に、震災復興に向けて、平成 23 年から公益財団法人オイス

カが宮城県で進める「海岸林再生プロジェクト」の支援も開始し、津波によって壊滅状態となった

海岸林を再生し、次の大津波から人々の命を守る取組を進めている。そしてこの取組は、農地回復

や被災地の雇用創出を通じた地域振興も目指したものにもなっている。 

 


